
 

 

第５学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

福岡市立内浜小学校 

教  諭  野口瑞生 

 

１ 単元名「見つけよう！ステキな自然、友人，自分」～自然教室での学習活動を通して～ 

 

２ 単元の目標 

 自然教室の意義や目的を理解し、自然の中で仲間とふれあい、力を合わせて目的の達成に取り組む活動

や自己の役割を果たすことを通して、自然や友人、自分自身の良さに気づき、その良さを発信できるよう

にする。 

 

３ 単元について 

（１） 教材観 

自然教室は、非日常的な活動を通して、自然との感動的な出会いや新たな気づき、自分の得意なことや

苦手なこと、やったことがないが挑戦することなど、普段の学校生活では得られない経験ができるという

面において教育的意義は大きい。体験活動中には、教室ではおとなしかった子どもが、教師も予想もしな

かったようなリーダーシップを発揮する場面もある。また、自然の中で生活をともにする自然教室で、美

しい自然・雄大な自然に触れることや仲間と困難を乗り越えてやりとげる達成感を得ることなど、感動体

験を共有することで、学級への所属感や連帯感も深めることができる。 

小学校学習指導要領・特別活動では、“自然体験や社会体験などの体験活動を充実するとともに、体験

活動を通してきづいたことなどを振り返り、まとめたり、発表し合ったりするなどの活動を充実するよう

工夫すること。”と示されている。自然教室における様々な体験は、協力や思いやり、役割や責任などの

大切さを心から実感することができる場であり、児童に強い印象として残ることが多い。そのため、本単

元では、その指導の一環として、振り返りの際に「すごいと思ったもの」に視点をしぼり、言葉でまとめ

たり、発表し合ったり、伝え合ったりする。そこで、体験を通して学んだことを再認識させることで、自

己肯定感や自己効力感を育てて、様々な場面で自信をもって活躍できる児童の育成を目指したい。 

 

（２） 児童観 

本学級では、学級経営の一環で帰りの会に「ナイスタイム」を設け、学校生活の中で見つけた友人の良

さを発表する時間をとっている。よかったところを発表されると、誰でもうれしく、学級への帰属意識や

達成感も高まる。これまで自分本位だった考え方の児童も、周りをみて行動をしたり、友人の良さを自分

に取り入れたりと、少しずつ変化が見えてきた。しかし、年度当初はクラスの半数以上が挙手していたに

も関わらず、後期に入ってからは、その挙手も多いときで十数人ほどとなった。また、発言の内容につい

ても、「落としたものを拾ってくれた。」や「名札を回収してくれた。」など、毎日代わり映えのない内容

になってきた。そこで、本単元では、「友人の良さ」を見つける活動を重点的に行い、その中で自分自身

の良さも発見していく活動を取り入れる。普段とは異なる活動の中で、友人の良さを再発見し、自然教室

以降の学校生活のさらなる充実へとつなげていきたい。 

また、学校において自分に自信がもてず、友人関係に不安を感じている子どもも自然教室では、仲間と

一緒に活動にチャレンジすることで、人間関係づくりや社会的自立への契機となるように活動を工夫し



 

 

たい。そのために、友人や教師だけでなく、保護者にも協力を依頼し、自然教室前後の子どもの変容を子

どもに伝え、自己肯定感を育てるさらなる手立てとしたい。 

 

（３） 指導観 

本単元の指導に当たって、特に大切にしたい考えは、自己肯定感、自己効力感を育むことである。その

ためには、まず、子どもたちが自然教室のねらいを理解し、それらを達成するための活動を取り入れる必

要がある。活動を通して、体験したことをそれだけで終わらせないよう、活動を共にした仲間と活動中の

出来事について思い出し、意味付けすることで、「体験からの学び」を充実させたい。さらに、活動を振

り返らせるために、活動ごとに全体の目標とそれに基づくグループの目標、そして目標達成のための個人

のめあてをしっかり持たせるとともに、ふりかえりによって得られた学びを次の活動につなげていきた

い。まとめ・表現の場面では、活動の中で見つけた友達の良さを「友人のすごい」として発表し、自分自

身においても、挑戦したことへの達成感や友達からのナイスを通して「自分もすごい」と思えるように指

導する。その結果、互いの良さを認めたり、高め合ったりすることができる集団をつくっていきたい。さ

らに、行動変容につなげるため、日々の様子を観察するとともに、道徳や社会の学習とも関連させなが

ら、教科横断的な指導をしていく。 

 

（４） ESD との関連 

・本学習で働かせる ESD の視点（見方・考え方） 

・連携性…活動班、部屋班結成の際にだれとでも仲よくやっていこうという気持ちが大切である 

こと。また、さまざまな活動を通して、困難なことがあっても協力することで、乗り 

越えられるということ。 

 

・責任性…活動がスムーズに進むためには、一人ひとりが役割を果たすことが大切であること。 

また、シーツや食器、食材などを使用する際には、責任をもって大切に扱い、退所時 

は決められた通りに元へ戻すこと。 

 

・本学習を通して育てたい ESD の資質・能力 

クリティカルシンキング 

友人や自分、自然の良さに気づき、様々なエピソードをもとに情報を整理・分析して、積極 

的・発展的により良い方法でまとめる。 

 

コミュニケーション力 

さまざまな活動の中で、自分の考えや思いをわかりやすく伝え、友人の考えも尊重し、積極 

的にコミュニケーションをとろうとしている。 

 

協働的問題解決力 

グループで協力する場面において、自分の役割を理解して主体的に話し合いに参加したり、 

仲間を励ましたりしながら活動にあたっている。 

 



 

 

・本学習で変容を促す ESD の価値観 

世代内の公正 

自然教室の学習を通して見つけた友人や自分の良さを伝え合う。 

 

自然環境、生態系の保全を重視する 

自然の中での体験活動を通して、自然のありがたさや温かみを肌で感じ、環境問題について 

の関心が高まる。 

 

幸福感に敏感になる。幸福感を重視する。 

いつもとは異なる不便な場所で過ごすことで、親の愛情や日々のありがたみを感じられる。   

また、友人に自分の良さを発見してもらったり、自分自身で見つけたりすることで、「自分は 

すごい」と、自己効力感や自己肯定感が高まる。 

 

・達成が期待される SDGｓ 

４ 教育 

１２ 生産と消費 

１５ 陸上資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４ 単元の評価規準 

（ア）知識及び技能 （イ）思考力、判断力、表現力等 （ウ）主体的に学習に取り組む態度 

① 自然教室の意義や目的、郊外

における集団活動の在り方

や公衆道徳について理解し、

行動することができる。 

② 自分の役割をしっかりと果

たし、友人と協力して活動す

ることができる。 

① 様々な活動を通して感じた

気づきをもとに課題をつく

り、解決の見通しをもつてい

る。 

② 課題の解決の必要な情報を

手段を選択して多様に収集

し、種類に合わせて蓄積して

いる。 

③ 経験したことエピソードと

関連付けて、「すごい」の根拠

を見出している。 

④ 活動を通して学んだ友人の

良さ、自分の良さ、自然の良

さをスライドにまとめ、表現

している。 

① これから行う活動について、

その概要を知り、自分なりの

問題意識や見通しをもって

いる。 

② 自分ができることをみつけ、

進んで活動しようとしてい

る。 

③ ゲストティーチャーとの関

りの中で、自分にできること

を見つけ、行動しようとして

いる。 

④ 自分の良さを学校生活のど

の場面で生かせるのか、自分

なりの思いや願いをもつこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５ 単元の指導計画（全 19 時間） 

 時 ねらい 〇主な学習内容 
♢評価 

・備考 

課
題
設
定 

１

２ 

３ 

４ 

 

 

自然教室の目的や活動内容を

もとに、今後の活動の見通しを

もつ。 

・班メンバーを決める。 

 （活動班・部屋班） 

 

 

 

〇普段とは違う、学校生活、違

う経験をする中で、普段とは違

う挑戦や友人の良さを見つけ

ること。 

（ア）① 

（ウ）① 

 

道

徳 

「星が光った」 

D 感動、畏敬の念 

〇「美しい自然」について話し

合う。 

〇人間の力を越えたものにつ

いて話し合う。 

♢大自然の摂理を生み

出す大いなるものに対

して、畏敬の念をもっ

て生きようとする。

（態） 

５ 

６ 

キャンドルのつどいを盛り上

げるレクを考える。 

〇「キャンドルのつどい」での

クラスの出し物について話し

合う。 

（ウ）② 

 

７ 

８ 

 

 

しおりを作成する。 

班のめあて、個人のめあての設

定。 

 （イ）① 

情
報
収
集 

９ ゲストティーチャー招へい 

「野外活動の良さ」 

〇「野括の達人」とのふれあい

を通して、自然教室への主体性

を醸成させる。 

〇達人の思いや考え方にふれ、

野外活動のすばらしさに気づ

く。 

（ウ）③ 

道

徳 

「まかせてみようよ」 

B 相互理解、寛容 

〇意見や考え方が違う仲間を

認め合う方法について考える。 

〇相互理解の大切さについて

話し合う。 

♢互いに高め合う集団

を求めて、謙虚な心で

相手を尊重していこう

とする。（態） 

10 

11 

決起集会、事前指導 

 

〇クラスのいいところ見つけ

表を作り、めあてを達成できる

ようにする。 

（イ）② 

「自然教室」は何を学ぶところ？ 

見つけよう！自分と友人、自然の「すごい！」ところ 



 

 

配

当

な

し 

〇その日の感想をしおりの日

記として書く。 

〇児童は自己評価をして、次の

日のめあてとする。 

〇わかったこと、考えたこと、

友人の良さを詳しく書き、まと

めの際の参考にしていく。 

〇スコアビンゴ 

〇カプラ積み木 

〇キャンドルのつどい 

〇野外炊飯 

 

（ア）② 

（イ）③ 

（ウ）④ 

・めあての達成に向 

かって努力する過程を

ほめ、価値づけをする。 

整
理
・
分
析 

12 

13 

14 

15 

 

 

体験したことを振り返り、発表

用のスライドを作成する。 

 

 

〇写真を見ながら、活動をふり

かえる。 

〇伝えたいことをスライドに

まとめる。 

（イ）③ 

ま
と
め
・
表
現 

16 

17 

リハーサル 

発表（参観） 

〇互いの発表を聞き合い、アド

バイスカードを用いて、改善を

図る。 

〇自然教室で学んだことをま

とめる（自然の良さ、友人の良

さ、自分のがんばり） 

〇「知っていましたか？〇〇の

リーダーシップ」など、自然教

室前後のエピソードとともに、

他己紹介をする。 

（イ）④ 

・他者から認められる

場や、自分の成長に気

づかせる活動を設定す

ることで自尊感情を育

む。 

・友人や自分の活動を

振り返り、がんばった

姿を発見することで自

分の成長に気づかせ

る。 

18 自分のいいところ見つけ 〇自分で立てた目標を達成で

きたか、班のメンバーと話し合

う。 

（ウ）④ 

 

⑲ 

本

時 

 

 

「ステキな自分」表彰式 

 

 

〇自然教室でチャレンジした

ことや達成できたことを「自分

への表彰状」にまとめる。 

〇自分のステキなところを今

後の学校生活で生かしていく。 

〇帰宅後、保護者の方からもメ

ッセージをもらい、家庭でも自

然教室を振り返られるように

する。 

（ウ）④ 

 

見っけ！いいところスクープ！ 

伝えよう！一人ひとりが MVP 



 

 

本時の指導（19 時/19 時間） 

（１） 本時の目標 

・自分の良さに気づき、その良さが学校生活のどの場面で生かせるのか、自分なりの思いや願い

をもつことができる。 

（２） 本時の展開 

時 〇主な学習内容 

・予想される児童の反応 

♦指導上の留意点、配慮事項  

♢評価規準（評価方法） 

導
入 

〇これまでの学習を振り返る。 

〇本時のめあてを確認する。 

 

 

♦発表会をふりかえ

り、友だちに自分の良

さを発表してもらった

ことにきづかせる。 

展
開 

〇「いいところカード」やチャレンジしたことから「ステキな自分」を

話し合う。 

・友人にテキパキしていると言われてうれしかった。 

・整理整頓を目標にがんばって、達成した。 

 

〇自分の表彰状を作り、グループで発表する。 

・友人からもらったふせん、しおりのチャレンジ内容から、「ステキな 

自分」を自分の言葉で表彰状に書く。 

・自分で考えが思いつかない児童は、班のメンバーが手助けをする。 

・自分の良さをこれからの学校生活でどのように生かすかを考える。 

・表彰状（自分）様、わたしは、自然教室の学習において「◇◇をがん

ばり、班のメンバーを大いに助けることができました。」よって、その

がんばりをここに賞します。 

これからの学校生活でも、わたしの良さ「      」を十分に発揮

し、みんなの見本になっていきます。 

 

〇教師が模範となり、

友達からもらった言葉

からステキな自分を見

つけられるようにす

る。 

 

 

♦意識改革、行動変容

へつなげられるよう

に、表彰状のテンプレ

ートに「これからの学

校生活で生かしていく

自分の良さ」を書ける

ようにする。 

 

ま
と
め 

〇学習をふりかえる。 

・「自然教室前後で変容した自分の成長」や「新しく発見した自分の良 

さ」に焦点をあて、学校生活に生かせることを考える。 

  

・これまでは、自分は頼りないと思っていたが、友人から頼りになると

いわれて、自分の良さに気づいた。これからは、困っている人を見つけ

たら、自分から声をかけていきたい。 

・自分には、友人の考えを受け入れるといういいところがあるときづ

いた。これからの学校生活でも、人の話を最後まで聞きたいと思った。 

 

♢自分の良さを学校生

活のどの場面で生かせ

るのか、自分なりの思

いや願いをもつことが

できる。【態度】（発言・

WS） 

♦帰宅後、表彰状に保

護者からのメッセージ

を書いてもらい、家庭

でも、成長を実感でき

るようにする。 

 

伝えよう！一人ひとりが MVP ～「ステキな自分」表彰式～ 



総合的な学習の時間「見つけよう！ステキな自然、友人，自分」～自然教室での学習活動を通して～ 

福岡市立内浜小学校 教諭 野口瑞生 

研究の実際 

【自然教室事前指導】 

〇自然教室の意義や目的をくり返し明確に伝えることで、児童に「いいところ見つけ」という意識をもたせた。 

〇班構成について…部屋班、活動班ともに、子どもたちの意見を十分に反映して決定した。活動班の班長は、 

 推薦で決められ、その班長が班のメンバーの構成を考えた。部屋班は、初めての宿泊学習ということもあり 

心が許せる一人を決め、その子と同じ班になるように構成した。各活動班の活動のめあては次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自然教室の様々なプログラムを子どもたちが中心となって企画することで、児童が輝く場面を多く作れるよ 

うに工夫した。「キャンドルのつどい」のクラスからの出し物では、実行委員以外ほぼ全員が前へ出て、司会 

や問読みの役をやり遂げた。 

〇道徳の教材「まかせてみようよ」「星が光った」において、主人公の気持ちと自分の気持ちを重ねて考えた 

り、実際の場面でどう声をかけるか考えたりしたことで、自分なりの友達を大切に思う行動ができた。特に、 

「まかせてみようよ」の教材は、考え方が違う仲間と認め合う内容の教材で、自然教室の活動中に意見の食 

い違いや考え方のずれなどを解決するために、必要な教材だったと感じた。 

〇小中連携の一環として、内浜中学校の野外活動部の顧問の先生を GT として招いた。自然教室だからできる 

ことや身を守るためにやってはいけないことなどを話していただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の感想 

・どうしたら弱い火になるか試しながら活動したい。 

・班の友達がけがをしたら大変なので、ばんそうこうを持っていこうと思った。 

・ケガをしないことも大切だけど、みんなで協力し合ってやった方が良いと聞いて、協力って大切なことな 

んだなと感じた。 

・友達も自分も守って学習していく。 

・自然をもっと大切にしながら、自然教室を過ごしたい。節水したい。 

・今まで経験しなかったことを経験したい。 

〇班のめあて 

A 班…意識高く行動しよう。 

B 班…ルールを守りながら、楽しく勉強しよう。 

C 班…交流を深めよう。 

D 班…みんなで一緒に行動しよう。 

E 班…自然とふれあい、仲間と協力して楽しい自然教室にしよう。 

F 班…二日間共に学習して、友達の良いところを見つけよう。 



【指導案検討会】福岡市国際教育研究会の先生方からのアドバイス 

〇クラスの良いところみつけの表を作り、しおりに貼る。見つけた「すごい！」数をランク付けする。 

一日のふりかえりを書く際に友達の良さも書くように事前指導した。（資料左） 

〇各活動において、自分ががんばりたいと思っていることを事前に班のメンバーに知らせた。班のメンバーは、

それを念頭において、適切な言葉かけや評価ができた。（資料右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｖ 

 

 



【自然教室】 

〇自然に触れ合うことで、心や気持ちが大きくなり、友達のことを受け入れたり、自分の心を開放したりと 

いつもとは違う一面が見られた。 

〇支援学級の児童や特性のある児童は、学校で席に座って学習することよりも、自然の中で自分の役割を必 

死に果たそうとしたり、優しい言葉で励ましたりする一面が見られた。そのことがきっかけで、児童の接 

し方も変わったように感じられた。 

〇楽しい中にも、協力してしっかり学ぼうという意識があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【自然教室事後活動】 

〇「見っけ！いいところスクープ！」の導入では、活動時の 

友達のがんばりや自然の美しさを感じられるように自然教 

室の写真を児童に見せた。また、ふりかえりの時間を十分に 

とったことで、いいところみつけにつながった。 

〇学習参観に向けて、発表用のスライドを作成した。その際、 

自然の良さや友達の良さには言及しているものの、自分の 

良さを書いた児童が少なかった。それを踏まえ、本時「ス 

テキな自分表彰式」の導入とした。 

〇自然教室のモチベーションを継続して保つことが容易でな 

かった。 

 

 

 

 

 

 

 



本時 

【授業者ふりかえり】 〇成果 ■課題 

〇自然教室で培った協力する姿勢が話し合い活動の中でも見られた。中々書き進められない仲間に対して、「こ 

う書いてみたら。」や「こうじゃない？」とアドバイスする姿が見られた。 

〇自分の良さを考えられない児童のために、「良さ発見カード」を準備したところ、班のメンバーが当てはまる 

言葉を提案するのに使っていた。 

〇表彰状は、型にはめるタイプと自由に記述できるタイプの 2 種類準備した。型にはめるタイプより自由に記 

述するタイプを選んだ児童が多く、自分で文章を考えたいという気持ちが表れていた。 

〇児童の中には、「自分はまだまだだ」「自分のことをほめるのははずかしい」と感じている児童もいたが、友 

達から認められた良い点に注目することで、「自分の良さ」を見つけることができた。 

〇友達の「すごい」を書く視点を実際の行動“エピソード”として示していたので、参観時のスライドのまとめ 

やふりかえりの際にそのまま引用できた。 

 

■ナイスカードの枚数が人によって偏ったことから、教師が意図的に分配するべきだった。児童には、枚数よ 

りも内容が大事であると伝えたが、枚数の多さに目が行く児童もいた。 

■本時で気づいた「自分の良さ」を継続して感じるためには、行動できたかどうかの評価する必要がある。 

■授業内容が盛りだくさんだった。話し合いの時間やじっくり考える時間を確保できなかった。 

■話し合いの手順が明確でなく、手が止まっている児童がいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         表彰式の様子 

 

 

 

 

 

 

 

学習プリント 

                         板書 



【本学習を通して育てたい ESD の資質・能力（協議会より）】 〇成果 ■課題  

クリティカルシンキング 

〇ナイスカードは、仲間に認められたという自信や喜びにつながった。 

〇自然教室の事前、事後、などさまざまな活動の中で「ナイスカード」の情報を収集していて、それがいい 

ところ見つけにつながっていた。 

〇クリティカルシンキングによって、自分自身の良さに気づくとともに、客観的な視点（メタ認知）で良さ 

 を比べることができた。 

〇友人からの意見をもとに、自分について良さを視点として考えをまとめていた。 

■「良さ」「すてき」「ナイス」「MVP」など、多くの言葉で表現されていたが、「魅力」や「ピースサイン（学 

級目標）」などの言葉にしぼったほうが混乱しなかったのではないか。 

■自分で見つけた良さと友達からの「ナイス」をじっくり分析する時間があったらよかった。 

■「良さカード」は、心情面、行動面で色分けすると、比較や分類がしやすい。ワークシートやヒントカー 

ドの色も合わせると良い。 

■ナイスカードから一つ一つのエピソードの分析ができていなかった。 

■自分の良さをどの程度まで見つけるのか不明確だった。 

■ナイスカードから考える際、どこを見ればよいか戸惑っていた。➝分析の仕方を提示する 

 

  とりあえずの自分の良さを見つけられたが、その良さが本当に自分の良さなのかという検討ができなかった。 

話し合いや分析の時間をかけて、自分の良さを追究することが必要だった。また、色を分けるなど、視覚的に 

もわかる工夫を取り入れたらよかった。 

 

コミュニケーション力 

〇自分自身へ向けた表彰状として、仲間に認められたことを、文字言語で表現することができた。さらに音 

声言語等によるリレーションがあってもよかった。「書く」作業で、自分の良さを再認識できた様子だっ 

た。 

〇自然教室の活動班がそのままだったので、自然と助け合う雰囲気や話しやすい雰囲気が出ていた。 

〇鉛筆が止まっている児童に対して周りの子が一緒に考えていた。 

〇自分の良いところを自分の言葉でまとめ、発表することができていた。 

■表彰状は一度回収し、本当にその子の良さを表しているかと確認してから持ち帰らせたらよかった。 

■話し合い時間の確保…一人ずつの良さを班の仲間全員で見つけてもよかったのではないか。 

   

  自然教室での活動班のままだったので、親和的な雰囲気の中、助け合う姿が見られた。一方で、自分で見つ 

けて「書く」作業ではなく、仲間に見つけてもらって「音声」で伝え合うこともできたらよかった。 

 

 

協働的問題解決力 

〇話し合い活動の中で、積極的に発言し合っていた。  

〇「良さ発見カード」を見せながら、書き方が分からない子へのアドバイスもできていた。 

〇自分の良さを発表する場面で、相手のことを考えながら聞けていた。 

〇仲間の良さを見つけることが、協働的問題解決能力につながっている。 

■グループ交流を活発にする手立てがあればよいと思った。（一人ひとりにアドバイスするなど） 

■表彰式の際、班での活動写真を見られる形にしておくと、思い出して書く助けになったのではないか。 



  

 書き方が分からない児童に対しては、積極的に助けにいく姿が見られたが、黙々と一人で考える児童には声 

がかかっていなかった。グループ交流の際、一人ひとりに発言を促すなど、交流が活発になる手立てが必要で

だった。 

 

その他 

・単元のタイトルが「自然と向き合う」ではなく、「見つけよう！ステキな自然，友人，自分」～自然教室での 

学びを生かして～が当てはまる。 

・表彰式の意味を児童が十分に理解していなかったように感じた。学習計画を示す際に「表彰式があるな」と 

感じられれば、目的の理解もあったのではないか。（今回は、授業参観後に児童に提示した） 

・友達の良さを見つけることで自分も友だちも嬉しいということを価値づけでき、良いところは進んでほめる 

という学級の雰囲気が作られた。 

・「良さ発見カード」は、学級の掲示として、言葉を増やしていくと良い。また、「協調性がある」など難しい 

表現もあったので、児童が理解できる言葉にする必要がある。 

・表彰状は、「～にこうけんした」よりも「～の姿を認めてもらった」の方がうれしいのではないか。 

・表彰状を 2 種類から選べることや、良さ発見カードを参考に自分の良さを探すことが、UDL（学びのユニ 

バーサルデザイン）につながっていた。特別支援学級の児童も自分の良さを進んで発言する姿が見られた。 

・「みんなの助けになり、みんなの役に立ちたい」…今週はできたかどうか、オクリンク等の日々のふりかえり

で活用してよい指標だと感じた。 

・自分の良さを見つけは、本単元に限らず、キャリアパスポートのように積み重ねてポートフォリオにしたら 

学習の効果が上がるのではないか。 

・ICT の活用や年間の見通し、ルーブリック評価の作成など、再考できる余地は多くある。 

 

 

 

  

 

 

 

 

児童のふりかえり 

 

・これまでは、苦手だったことを挑戦しなかったけど、これからの学校生活では、苦手な場面で得意なことを

生かしたい。 

・これまでは、仲良しの友達としか遊んでいなかったけど、今まであんまり遊んでなかった友達の一面を知る

ことができました。これからは、たくさんの友達と話していきたいです。 

・役割を果たせることは、今まで言われたことがなかったので、うれしかったです。「やさしい」は、いつも

お母さんに言われているので、見てくれたことがうれしかったです。 

・私は、人の良いところを見つけるのが苦手だったけど、二日間の間に班のメンバーの一つ一つの行動を見

て、得意になりました。あまり親しくなかった人でも、こんな意外なことがあるんだとビックリしました。

学校では、いろんな人の意外なところをたくさん見つけたいです。 

 



 

表彰式の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

表彰状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室掲示 

 

  



【児童の行動変容】 

〇ナイスタイムでは、自然教室前に比べて、「してもらったうれしさ」よりも「●●な姿がステキだった」と 

いう表現が増えた実感がある。具体的には、これまで「消しゴムを拾ってくれてうれしかった。」や「水筒 

を持ってきてくれてうれしかった。」だった内容が、「掃除時間前にそうじを始めていてすごいと思いまし 

た。」や「漢字スキルを必死に取り組んでいて集中していました。」など、その人の良さがより一層伝わる 

発表ができるようになった。 

〇毎月実施している「生活アンケート」には、これまでクラスメートにされた嫌なことを書く子がいたが、 

自然教室後は、友達にされてうれしかったことを書く子が増えた。友達の悪い面だけでなく、良い面を見 

つけようとする行動が表れていると感じた。 

 

最後に、研究実践にあたって、アドバイスしていただいた床田先生はじめ、福岡市国際教育研究会の先生方、

ご指導及びご助言、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


